
 

 

平成 31年 1月 16日会議資料 

公益社団法人日本エクステリア建設業協会活動報告及び予定 

 

大阪北部地震以来、全国各地からブロック塀診断及びブロック塀診断士に関する問合せ

や塀の診断相談が急増いたしました。既設ブロック塀は一件ごとに異なる環境にあるため、

現場に伺う必要があります。協会支部において登録された診断士が、問合せに対応してお

ります。現在も依然として診断相談は続いているとのことです。 

 

平成 30年 7月 28 日 

      ～ 

12月 15 日 

「ブロック塀診断士」講習・試験を全国 16 ケ所で開催し、新た

に 490名の診断士を輩出した。 

11月 20 日 

ブロック塀診断士登録者 4,594名にハガキを送付 

「既存ブロック塀等の耐震診断に関する講習」の開催告知を送付

し、参加を促進した。 

平成 31年 1月 23 日 

(予定) 

第１回ブロック塀等の安全確保に向けた関係者連絡会議 

(当協会主催) 

協会 27 支部の支部長等を招集し、今後の行動指針を検討する 

予定です。 

①平成 30年度診断報告(福岡県支部他) 

②一般社団法人日本建築防災協会開催講習会へ、ブロック塀診 

断士の参加を促進する。 

③ブロック塀診断士連絡網の設置(本部・支部及び会員以外の 

診断士との連絡網)を検討する。 

④「施工業者向けツール」に従った施工を再確認し、安全性を 

高めるため、講習会を各県での開催を検討する。  

⑤「所有者向けツール」を活用した啓蒙活動の実施計画を検討 

する。 

⑥「既存ブロック塀等の耐震診断に関する講習」に従った診断 

方法と統一した報告書作成のマニュアル化を検討する。 

⑦その他  
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